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て開かれ、私は幸いにも中国側の一員としてこれに参加した。8月 11日に来日し 8月 15
日に帰国したが、日本側の周到に準備した日程により、日程は短くとも効率的で豊かなも
のとなった。ワークショップ自体は終わったといえども、今回の活動および京都という都
市の美しい記憶は永遠に消え去らないであろう。
前固までに比べ、今年度のワークショップの内容はさらに発展し、報告とコメントの他
に、評者や通訳の中国人留学生の研究紹介も加えられた。プログラムも情報もさらに密な
ものとなった。参加者の研究テーマは非常に多様で、視角も斬新であり、たとえ研究領域
が異なっているといえども、啓発されるところが多かった。着実、謹厳、規範というのは
日本の仲間が我々に与えた普遍的な印象であり、我々が見習うに値のあることであった。
我々五人には日本の教員のコメントが非常に精微で非常に建設的であると映った。自分に
ついて言えば、私の報告に対する楼田涼子先生のコメントは非常に適確で的を射ており、
楼田先生の善意からのものと言えど、いまだかつて自分の諸々の過誤をこのように指摘さ
れたことはなかった。
国立民族学博物館の見学は、学術交流と見学を兼ねた特徴のある活動であった。民族学
博物館はすぐれた研究者障が揃っているだけではなく、研究資源も豊富である。その上、
一般向けサービスの点でもすぐれており、世界各地の民具などの実物が展示されているだ
けではなく、膨大な量の映像資料も一般に開放されている。我々の案内にあたってくださ
った河合先生のお話では、この博物館は国立であるため資金が潤沢であり、東京大学より
もはるかに恵まれているという。 日本の研究者の民具収集における苦労と熱意にもまた深
い感銘を私は覚えた。河合先生は、かつてひとりの中国人の老人から一枚の写真を得るた
めに、長い説得だけではなく少なくない資金も惜しまず、ついに願いを叶えたというので
ある。中国の学界に目を向けると、国家による資金の供給が非常に大きいといえども、研
究者のサービス意識や職業意識の面では日本とは大きな差がある。
学術交流活動のほかに、京都では旧跡や景勝地を巡る機会に恵まれた。三十三間堂はそ
の悠久の歴史と国宝級の所蔵品で名声は遠くに及んでいる。この木製の堂は今や千年以上
の歴史を持ち、中に入ると雄大さや精巧な作りに息をのみ、特に厳粛に並んだし001体の
木彫観音像は人を震播せしめる。我々という中国からの参観者はその技巧の卓越さに驚嘆
するだけではなく、日本社会が自身の伝統を大切にすることへの敬意も抱いた。これに対
して、中国の現況は反省すべきところ多すぎる。少し考えてみても、歴史上少なからぬ「阿
房宮」を自らの戦火や略奪で損失しているのである。
京都滞在中の体験から、我々は日本の都市と人々に対しでも、大雑把な印象を多少なり
とも持つようになった。物事の機微に長じたこの古都においては、高層の建物が必ずしも
多くはないが、町並みは整然としており、市民の人間性は相当にすぐれ、雅やかで礼儀正
しく静かで、秩序がある。静かな外観の下にあるのは親切心と友好の念である。一度私が宿
舎に戻るのに迷った時にひとりの日本人男性に助けを求めると、宿舎の漢字表記を手がか
りに英語でコミュニケーションし、彼は宿舎にたどりつくまで半時間近く私に付き合って
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くれた。ある食事の際には、隣の席に座っていたかつて松下電工社員として中国で仕事を
したことがあるという男性が、我々が中国から来たと知るや親しみをもって我々に話しか
けて来て、その上一緒に記念写真を撮った。前者に対して私は温もりを感じ、後者には親
しみを感じた。これらはみな人情に厚い普通の日本人なのである。
今回の活動は、学術の旅であり、また友情の旅でもあった。我々は幸いにも少なからぬ
学界の先達や若い人材と知りあうことができ、彼らは自身の仕事にも通暁しているだけで
なく、さらに個性と協調性も有していた。平田昌司教授はワークショップの二日間にわた
り我々という後進の報告に耳をお傾けくださった上に、中国語で閉会の辞を述べ、叡智と
ユーモアを余すところなくご披露くださった。その姿には年長学者としての品格が漂って
いた。聞くところによれば、平田教授は日本語で話す時には厳粛であるが、中国語で話す
ときには一転して柔和になるそうで、この「秘密」を知っている学生は、怒られるかもし
れない時には教授と中国語で話すようにし状況を好転させるという。また聞くには、この
方法は何度試しでも間違いがないということである。落合恵美子教授は我々に対してたく
さんの貴重な資料をご提供くださった。福谷彬氏は我々のために周到な準備してくださり、
怪我で手が不自由であるにもかかわらず、客人を尊重し女性に劣らぬ細やかさを見せてく
れた。中山大将氏の立派な中国語文章能力に我々は敬服した。山口早百氏は淘宝（中国の
ネット通販）で買い物をする「中国通Jであり、我々のグループの女性陣と話に花を咲か
せていた。調見氏、美海日氏、林子博氏の三氏らすぐれた中国人留学生と今中崇文氏は協
力して高い水準の通訳を実現してくれた。いずれも大変手の込んだもてなしであった。
京都の旅は短くも忘れ難く、まさに中国と日本がともに有する茶道の如く、少しばかり
口に含めば、濃厚ではないものの、ほのかな香りは瓢逸で、追憶は絶えないのである。
（翻訳 中山大将）
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